
ICTでタイの介護・
看護を“見守る”

事業の情報

「絆」と「社会貢献」を経営理念の根幹に据える株式会社エイビスは、介護･看護を支援する「み
まもりシステム」を通じて、その輪を海外に広げています。同社の久保雅紀さんはその活動の最
前線に立ち、さまざまな問題の解決に奔走しました。

（注） みまもりシステム
振動･圧力センサー、人感セン
サーなどの各種センサーや、IP
カメラ、パソコンなどのICT機
器を組み合わせ、要介護･看護
者の行動を“見守る”システムで
す。ベッド回りでの事故を未然
に防ぐとともに、介護スタッフ
や看護師の負担を軽減します。

エイビス
介護事業海外事業部
JICA事業リーダー
久保 雅紀氏

本記事の事業は、日本政府（外務省）と国際協力機構
（JICA）が連携して進める「開発途上国の社会・経済 
開発のための民間技術普及促進事業」として採択され
たものです。詳しくはJICA「中小企業・SDGsビジネ
ス支援事業」ページでご確認ください。
https://www.jica.go.jp/priv_partner/index.html

ベッド下にシート状の機
材を設置することで、患
者・要介護者の体調を測
定、リアルタイムで確認
することができる。

事業終了セレモニーでの
集合写真。
本事業で導入された「み
まもりシステム」は今も
現地の医療・福祉に役立
てられている。

タイ人ケアギバー（介護従事者）
による通知機能の説明。緊急時
にはシステムから担当者・家族
あてに通知が届く。

介護ビジネス展示会を機に海外展開を検討
当社の「みまもりシステム（注）」は、ICTを用いて要介護･要看護

者の行動をモニタリングし、転倒･徘徊などの防止や介護従事者の
負担軽減に貢献する製品です。2015年にリリースして以来、介護
施設や病院、在宅介護･看護、一人暮らしの親と離れて暮らすご家
族など、多くの皆さまからご支持をいただいています。
海外展開についても早くから意識していましたが、具体的に動

き出したのはアジア最大規模の「国際福祉機器展」に出展してか
らです。これを機に、JICAの事業説明会に参加するなど、本格的
な海外展開の検討を始めました。最初に選んだ相手国はタイです。

高齢化社会を迎えたタイに貢献したい

2014年に高齢者が全人口の15%を超えたタイは、国家計画のも
とに長期介護ケア支援制度を展開し、高齢者の在宅介護を進めて
います。経済成長にともなう高齢単身者の増加や核家族化の進行
で看護･介護の担い手が減り、家族を中心とする従来の看護･介護
体制を維持することが困難になってきたためです。
こうした状況に、当社の「みまもりシステム」が貢献できるの

ではないかと考え、JICAの「中小企業・SDGsビジネス支援事業（案
件化調査）」に応募しました。当社で初めての海外展開だったので
多くの不安がありましたが、それを上回る期待がありました。

自ら現地へ足を運び、市場調査を実施

しかし、最初の応募では不採択となってしまいました。理由は
準備が不十分ということでした。担当の方からの「本当にタイの
ことを理解できていますか」という指摘にショックを受けたこと
を覚えています。自分では十分に準備したつもりでも、机上の知

識だけでは事業は成せないということを実感させられました。同
時に、再チャレンジしたいという思いも強く沸いてきました。
そこで、自らタイへ渡航し、市場調査や展示会出展による反応

調査を実施。また、JICAから助言を受けながら、現地関係者のコ
ミュニティをつくり、医療･介護従事者の生の声を聞いて、より緻
密な事業計画を立てました。その結果、再度の応募で案件化調査
と普及・実証・ビジネス化事業の採択を受けることができました。
普及･実証事業では、タイの3つの中核病院と在宅介護向けに「み

まもりシステム」を試験導入しました。導入当初は、現場の従事
者から「機器の操作が難しい」「介護･看護の仕事が増える」といっ
た声も聞かれましたが、運用に慣れるにつれて「使ってみれば意
外と簡単」との声や、「見回り回数が減り、物理的･心理的な負担
も軽減した」「システムの緊急通知で患者の命が救われた」といっ
た高い評価や感謝の声も多くいただくようになりました。在宅介
護を対象とした調査では、全体の約8割の方から「非常に良い」と
の回答もいただきました。最初に不採択で躓いただけに、その達
成感はひとしおでした。
本事業がうまくいったのは、JICAに丁寧にサポートをしていた

だいたことや市場調査時に得たコミュニティを活かせたことに加
え、私たちプロジェクトチームの渡航期間中に会社を守ってくれ
た当社役職員の存在が大きかったと思います。社内外の協力とコ
ンセンサスがあったからこそ、実現できたと感謝しています。
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（Kingdom of Thailand）
首都： バンコク
人口： 6,641万人（2018年 タイ内務省）
面積： 514千㎢（日本の約1.4倍）
気候： 熱帯モンスーン気候 

（年間平均気温：約29℃）

Malaysia

会 社 名：株式会社エイビス
本 社：大分県大分市
設 立： 1997（平成9）年9月9日
代 表 者：代表取締役社長　吉武 俊一
従 業 員： 65名（2020年4月現在）
事業内容：コンピュータソフトウェア

の開発及び販売
https://www.aivs.co.jp/

日本では古代においても介護にまつわる社会システムがあり
ました。757年の「養老律令」には、60歳以上を老年期の開始
時として、80～100才の年齢区分に合わせて介護者をあてる
ことなどを命じた内容が記されています。

子どもやお年寄りを家族・親戚で大切にしようという気質
が強く、医療やヘルスケアの関心が高いタイは、中進国
の中でも「ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ※」を実現し
た代表的な国として知られています。日本もタイに対し、
2007年より高齢化分野での技術協力を進めています。

※  全ての人が負担可能な費用で質の確保された保健サービスを受けら
れ、経済的リスクから保護されること。

Episode 1

Episode 2

現地看護師を対象とした「みまもりシステム」導入研修の様子。

タイ王国
「福祉・保健医療向上に向けたICT技術を活用した『みまもりシステム』にかかる案件化調査」
2016年6月～2017年5月
「介護支援ロボット『みまもりシステム』活用による地域福祉・保健医療の向上に向けた普及・実証事業」
2017年12月～2020年2月 大分県　株式会社エイビス
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